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１．評価結果 

評価ランク：Ａ 

 

２．委員の指摘及び提言概要 

 プラスチック製品の耐久性向上を目的として、様々なエステル、アミドの重水素化ライブラリーを

計画通りに構築し、また、明確な数値目標を掲げた新規重水素化反応の開発を、機械学習を活用した

反応条件の迅速な最適化など独自性の高い手法を用いて開発したことは評価できる。また、特許出願

もなされており、実用化に向けた活動が行われている点も評価できる。一方で、すべてのプラスチッ

ク製品の耐久性向上が環境負荷低減に貢献するとは考えにくい。重水素化をどこに応用するかを明確

にする必要があろう。同時に、重水素化化合物の製造コストや安定性、LCA 的な評価などが考慮され

ることを期待する。 


